


　文化・芸術に関する情報の入手先としては、「テレビ」と「チラシ・パンフレット」が40％

で多く、「インターネット」、「友人・知人・家族」、「新聞」、「市報おおいた」が37～

38％で並んでいます。

　年齢別にみると、40歳代以下では「インターネット」が60％を超えて、トップの入手媒体

となっています。また、「SNS」は20歳代以下では51.9％と半数を超え、30歳代で47.6％、

40歳代で33.6％と多くなっています。60歳代、70歳代では「新聞」が50％を超え、最も多

くなっています。

３　文化・芸術に関する情報について

　鑑賞の頻度としては、「年に数回」（72.4％）が圧倒的に多くなっていますが、活動では、

週に１回以上が約４人に１人（「ほぼ毎日」3.0％+「週に数回」20.0％）おり、これに、「月

に数回」（29.9％）を加えた月１回以上活動している割合は52.9％と半数を超えています。

■ 鑑賞、活動の頻度

鑑賞（n=631）

■ ほぼ毎日 ■ 週に数回 ■ 月に数回 ■ 年に数回 ■ その他 ■ 無回答

活動(n=356)

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

16.33.0

3.0 20.0 29.9 32.1

72.4

0.5 1.3

6.5 

14.5

0.5

テレビ

チラシ・パンフレット

インターネット

友人・知人・家族

新聞

市報おおいた

ポスター

SNS（※）

雑誌・書籍

ラジオ

その他

無回答

100 20 30 40 50 60

49.7

46.1

38.4

38.4

38.1

37.3

25.8

18.8

12.3

8.7

1.5

2.9 ■ 全体（n=791）

（％）

サ
ン
プ
ル
数

テ
レ
ビ

チ
ラ
シ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

友
人
・
知
人
・

家
族

新
聞

市
報
お
お
い
た

ポ
ス
タ
ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ（※

）

雑
誌
・
書
籍

そ
の
他

ラ
ジ
オ

無
回
答

年
齢
別

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

全体 791

52

82

137

132

183

202

49.7

28.8

62.2

44.5

56.8

51.9

46.5

46.1

32.7

62.2

50.4

47.0

50.8

36.1

38.4

61.5

63.4

60.6

49.2

27.3

10.4

38.4

34.6

40.2

39.4

37.1

36.6

40.1

38.1

9.6

9.8

16.1

37.9

54.6

57.4

37.3

13.5

42.7

33.6

30.3

41.0

44.6

25.8

38.5

37.8

29.9

22.0

21.9

21.3

18.8

51.9

47.6

33.6

16.7

7.1

1.0

12.3

11.5

18.3

10.9

14.4

13.1

8.9

8.7

1.9

2.4

10.9

9.8

12.6

6.9

1.5

1.9

1.2

0.7

3.8

0.5

1.5

2.9

ー

1.2

1.5

2.3

0.5

7.9

※SNS（フェイスブック、ツイッター、ライン、インスタグラムなど） （注） 太字  全体より5ポイント以上多いもの（「無回答」は除く）
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　子どものころからの文化・芸術に触れる機会の必要性については、「思う」が68.0％と圧

倒的に多く、これに「ある程度思う」（26.7％）を加えると、94.7％が必要と思っています。

年齢別にみると、40歳代、60歳代で「思う」が70％を超えています。

４　子どものころから文化・芸術に触れる機会の必要性

　子どもに限らない、次世代の文化・芸術の担い手の育成や支援としては、「音楽会、公演、

展覧会など身近で気軽に参加できる文化・芸術イベントの提供」が特に多くなっています。

５　次世代の文化・芸術の担い手の育成や支援に必要なこと

音楽会、公演、展覧会など身近で気軽に参加できる
文化・芸術イベントの提供

様々なアーティストや専門家と触れ合える機会の提供

小・中学校等における学校教育の充実

世界的に活躍する芸術家等による質の高い
文化・芸術に触れる機会の提供

豊かな経験・知識・技能を有する
高齢者と触れ合える機会の提供

文化・技術活動の発表の機会や練習場所の提供

文化・芸術活動に対する補助金等による支援

文化・芸術活動に参加する市民ボランティアの
育成と参加の機会の提供

大学など教育期間との連携・協力

コンクールや奨励的な賞の充実

わからない

その他

無回答

100 20 30 40 50 7060

64.2

43.0

39.3

37.0

30.1

27.9

19.8

17.1

13.4

11.9

4.9

0.5

2.3 ■ 全体（n=791）

（％）

■ 思う ■ ある程度は思う ■ あまり思わない
　 思わない

■ わからない
　 その他

■ 無回答

全体（n=791）

20歳代以下（n=52）

30歳代（n=82）

40歳代（n=137）

50歳代（n=132）

60歳代（n=183）

70歳代以上（n=202）

年 

齢 

別

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

4.4

0.0

0.0

0.0

2.0 2.0

0.8

1.6

1.21.2

1.51.5

1.5

0.51.6

68.0

61.5

69.5

73.7

64.4

71.6

63.9

24.6

26.7 4.0

30.3

23.4

28.0

32.7 5.8

3.1

2.5 3.0

26.7
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貴重な建物・展示資料などは作り出すことができない
唯一無二のものだから

歴史的な事実を伝えるものとして、価値あるものだから

過去から未来へ受け継がれていくものだから

地域で生まれ育まれ、受け継がれてきた、地域の特徴
（アイデンティティー）を示すものだから

まちの魅力につながるから

地域の人々に古くから親しまれているものだから

歴史的な建造物等が保存活用されることにより、
観光客などが増えるから

地域にある歴史的遺産を通じて、子どもと高齢者など
新たな交流が生まれる可能性があるから

その他

無回答

100 20 30 40 50 807060

71.7

64.7

54.6

48.3

28.3

22.9

22.2

17.8

0.4

0.3

（％）

■ 非常に大切だ ■ ある程度大切だ ■ あまり大切ではない ■ わからない ■ 無回答

全体（n=791）

20歳代以下（n=52）

30歳代（n=82）

40歳代（n=137）

50歳代（n=132）

60歳代（n=183）

70歳代以上（n=202）

年 

齢 

別

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

1.9

0.0

1.5

0.0

2.7

1.5

2.3

3.0

0.5

5.4

1.6

1.2

1.2

0.7

0.8

0.5

53.9

44.2

53.7

53.3

51.5

57.4

55.0 32.7 4.0

39.9

43.2

43.9 

41.6

51.9 3.8

2.9

2.3

40.1

　文化財や歴史的な価値のあるもの（歴史的遺産）を保存して、活用していく取組みについて

は、「非常に大切だ」が53.9％、「ある程度大切だ」が40.1％、合計すると94.0％が大切で

ある思っています。

６　文化財や歴史的な価値のあるもの（歴史的遺産）について

■ 保存・活用していく取組みへの大切さ

　文化財や歴史的な価値のあるもの（歴史的遺産）を保存・活用することが大切だと思う理

由としては、「貴重な建物・展示資料などは作り出すことができない唯一無二のもだから」が

最も多く、次いで「歴史的な事実を伝えるものとして、価値あるものだから」、「過去から未

来へ受け継がれていくものだから」となっています。

■ 保存・活用することが大切だと思う理由

■ 全体（n=743）
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　集計結果にスコアウエイトを与え、その平均スコアを算出し、22の施策を４つのグループ

に分類しました。なお、この分類は、相対的なものであり、平均点に近くなるほど隣接する領

域の要素も含まれてくるため施策の方向性を明確に位置付けるものではありません。

  ① 早期改善項目

　満足度は低いが、重要度が高いもので、早期の改善が望まれるものと言えます。

  ② 随時改善項目

　満足度と重要度が共に高いもので、必要に応じて改善を図りながら、維持が望まれるもの

と言えます。

  ③ 現状維持項目

　満足度が高く、重要度が低いもので、推移をみながら維持が望まれるものと言えます。

  ④ 長期対応項目

　満足度と重要度が共に低いもので、推移をみながら改善が望まれるものと言えます。

７　大分市の文化・芸術施策について

■ 文化・芸術施策に関する重要度・満足度

満足度

■ 満足度・重要度の平均スコアによる散布 ■

高低

重
要
度

-2 -1 0 1

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

6

6.5

2

2 3 4

早期改善項目 随時改善項目

長期対応項目
現状維持項目

高

低

優れた作品や文化・芸術の
振興に貢献した方への顕彰
制度の整備・情報発信

文化・芸術に関する関係機関
（大学や専門学校他都市等）との連携・協力

文化・芸術活動により地域コミュニティの再生
補助金等による文化・
芸術活動への支援

企業等による文化・
芸術活動への支援

アーティストや活動団体
への発表機会の提供

高齢者の文化・芸術
活動への支援

地域における文化・芸術に
関する催しの充実

祭りやイベントにおける
ボランティアの参加促進・育成

文化・芸術のイベントに
参加する機会の充実

文化・芸術に関する
情報提供の充実

障がい者の文化・
芸術活動への支援

次世代の文化・芸術活動
を担う人材育成

学校教育における文化・芸術に
関する学習・体験機会の充実

子どもが文化・芸術に
親しむ機会の充実

スポーツ文化（生涯スポーツ・競技スポーツ
の振興、プロスポーツチームへの支援等）に
よる地域活性化

食文化（郷土料理やブランド食材）
の継承・活用

景観（豊かな自然、著名な建築物、
屋外彫刻等）の保存と継承

文化施設（ホール・美術館等）
の整備・充実

文化財や歴史的遺産、
伝統芸能等の保存・活用

文化・芸術を通じた国際交流

文化・芸術を通じた都市間交流

（4.137）

（-0.195）

- ５ -



　大分市が日本における南蛮文化発祥の地であることについては、「知っている」が41.7％、

「聞いたことはある」が33.4％、合計すると知っている割合（認知率）は75.1％となっていま

す。年齢別にみると、認知率は、20歳代以下で61.5％と最も少なく、30歳代で65.9％、40歳

代で76.6％、50歳代で78.8％、60歳代で81.4％と、年齢が高くなるほど多くなり、70歳以

上では72.7％となっています。

　大分市が日本における南蛮文化発祥の地であることに関して、聞いたことがあるものとし

ては、「西洋医術発祥の地」をはじめとして、「西洋音楽発祥の地」、「育児院、コレジオ

（高等教育機関）の設立」などが多くなっています。

■ 大分市が日本における南蛮文化発祥の地であることの認知度

　大分市内の文化施設（公設、民間問わず）は充実していると思うかどうかをみると、「充実

している」が10.9％、「ある程度充実している」が32.1％、合計すると、充実していると思っ

ている割合は43.0％となっています。

■ 文化施設の充実状況

■ 知っている ■ 聞いたことはある ■ 知らない ■ 無回答

全体（n=791）

20歳代以下（n=52）

30歳代（n=82）

40歳代（n=137）

50歳代（n=132）

60歳代（n=183）

70歳代以上（n=202）

年 

齢 

別

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

23.439.437.2

41.7 21.433.4 3.5

18.237.940.9 3.0

15.330.650.8 3.3

19.325.747.0 7.9

36.532.728.8 1.9

32.941.524.4 1.2

0.0

■ 充実している ■ ある程度充実
　 している

■ 普通 ■ やや不足
　 している

■ 不足して
　 いる

■ わからない
　 その他

■ 無回答

全体（n=791）

20歳代以下（n=52）

30歳代（n=82）

40歳代（n=137）

50歳代（n=132）

60歳代（n=183）

70歳代以上（n=202）

年 

齢 

別

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

西洋医術発祥の地

西洋音楽発祥の地

育児院、コレジオ
（高等教育機関）の設立

西洋演劇発祥の地

ボランティア活動発祥の地

その他

無回答

100 20 30 40 50 60

53.0

37.7

27.4

9.9

6.6

4.9

13.6 ■ 全体（n-594）

（％）

10.9 32.1 30.8 3.58.0 5.1 10.1

0.08.8 8.0 10.210.2 35.0 27.7

1.913.5 5.8 9.67.7 30.8 30.8

1.211.0 7.3 7.314.6 34.1 24.4

2.39.8 7.6 11.47.6 31.8 29.5

2.7

2.78.2 13.19.3 33.3 30.6

2.5

3.5 7.914.4 29.2 36.6 5.9

- ６ -



　大分市が文化・芸術が盛んなまちと思っているかどうかをみると、「思う」が3.3％、「あ

る程度思う」が38.4％、合計すると思う割合は41.7％となっています。

　一方、思わない割合は44.4％（「あまり思わない」37.7％+「思わない」6.7％）となって

おり、思う割合より2.7ポイント多くなっています。

■ 文化・芸術が盛んなまちという意識

　大分市の文化・芸術が盛んなまちであると感じるところとしては、「ホールや美術館など文

化施設が充実している」が最も多くなっています。

■ 文化・芸術が盛んなまちであると感じるところ

■ 思う ■ ある程度思う ■ あまり思わない ■ 思わない ■ わからない
　 その他

■ 無回答

全体（n=791）

20歳代以下（n=52）

30歳代（n=82）

40歳代（n=137）

50歳代（n=132）

60歳代（n=183）

70歳代以上（n=202）

年 

齢 

別

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

3.3

3.8

3.3

4.5

38.4

23.1

41.5

33.6

32.6

37.2

49.5

2.837.7

51.9

35.4

40.1

41.7

39.3

28.7

6.7

3.8

12.2

8.0

9.1

6.6

3.0

17.3

7.3

15.3

10.6

10.9

8.9

11.2

1.9

5.4

1.2

2.3

2.7

0.7

1.9

2.4

2.2

ホールや美術館など文化施設が充実している

食文化が豊かである

スポーツ（生涯スポーツ・競技スポーツ、
プロスポーツ）が盛んである

文化・芸術を鑑賞する機会が多い

市民（団体・サークルを含む）の文化・
芸術活動が盛んである

歴史的遺産、史跡を保存・活用している

豊かな自然、著名な建築物等が多い

地域の伝統文化を守り伝えている

文化・芸術に関する情報が多く発信されている

国際的な文化交流が多い

文化・芸術活動に参加できる機会が多い

アーティストや作家などが多い

文化・芸術活動への助成や支援が充実している

その他

無回答

100 20 30 40 50 7060

63.0

44.5

40.3

37.0

36.4

33.3

30.0

25.8

16.1

13.3

11.8

8.8

4.2

0.3

1.2 ■ 全体（n=330）

（％）

- ７ -



　大分市の文化・芸術施策で充実させてほしい分野としては、「食文化（食イベント、郷土料

理など）」をはじめとして、「スポーツ（プロスポーツ選手との交流、生涯スポーツ・競技ス

ポーツへの支援など）」、「ポピュラー音楽（ジャズ、ロック、ポップス、歌謡曲など）」、

「美術（絵画、彫刻、工芸、デザイン、写真など）」が多くあげられています。

■ 文化・芸術施策で充実させてほしい分野

2.7

食文化（食イベント、郷土料理など）

スポーツ（プロスポーツ選手との交流、生涯スポーツ・
競技スポーツへの支援など）

ポピュラー音楽（ジャズ、ロック、ポップス、歌謡曲など）

美術（絵画、彫刻、工芸、デザイン、写真など）

演劇（現代劇、ミュージカルなど）

メディア芸術（映画、漫画、アニメーションなど）

クラシック音楽（管弦楽、室内楽、声楽、合唱など）

郷土文化（神楽、山車、地域のまつりなど）

芸能（講談、落語、浪曲、漫談、漫才など）

生活文化（茶道、華道、書道、盆栽、香道、手芸など）

伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊、民踊など）

地域固有の伝統芸能、民俗芸能（お祭りなど）

歴史的な建物や史跡
（有形文化財、史跡、埋蔵文化財など）

舞踊（バレエ、ダンスなど）

文化講演（シンポジウム、パネルディスカッションなど）

文学（詩、短歌、俳句、川柳など）

伝統音楽（民謡、長唄、詩吟など）

国民娯楽（囲碁、将棋など）

その他

無回答

５0 10 15 20 25 4030 35

36.5

32.9

32.1

30.6

23.6

22.4

21.4

21.2

18.5

15.8

15.8

13.0

12.9

9.4

8.0

4.3

4.2

3.2

9.6 ■ 全体（n=791）

（％）

　市民の文化・芸術がもっと盛んになるために行うべきこととしては、「音楽会、公演、展覧

会など身近で気軽に参加できる文化・芸術イベントの充実」が半数を超え最も多くなってい

ます。

■ 文化・芸術がもっと盛んになるために行うべきこと

音楽会、公演、展覧会など身近で気軽に参加できる
文化・芸術イベントの充実

観光や産業などさまざまな分野と連携したまちづくり

歴史的な建物や遺跡などを生かしたまちづくりの推進

オリジナリティあふれる先鋭的な文化・芸術イベントの開催

国内外で活躍する芸術家やクリエーターの育成

新しい文化資源の発掘と育成

特にない

世界的に活躍する芸術家等による質の高い文化・
芸術に触れる機会の充実

国内外から観光客を呼び込める大型の文化・
芸術イベントの開催

多言語化、バリアフリーなど年齢、障害の有無、経済的な状況又は居住する
地域にかかわらず等しく、文化芸術を鑑賞・参加・創造することができる環境の整備

その他

無回答

100 20 30 40 50 7060

58.4

32.2

30.6

27.1

26.9

26.0

18.0

14.9

10.7

5.2

3.8

4.9 ■ 全体（n=791）

（％）

- ８ -





　団体の構成メンバーの年齢構成をみると、平成25度年調査、今回の調査ともに「60歳代」

が最も多く、次いで「70歳代以上」となっています。

団体アンケート

１　調査の概要

２　構成メンバーのうち多い年代

　活動の成果を市民等に発表する機会としては、平成25年度調査の時よりも「０回」が減

り、あとは軒並み増えています。

３　活動成果を発表する機会

対象者

配布・回収状況

調査方法

調査時期

①NPO法人 大分県芸術文化振興会議会員（大分県文化年鑑平

成30年度）の内、大分市を主な活動の拠点とする125団体

②文化施設（J:COM ホルトホール大分、コンパルホール、平

和市民公園能楽堂、アートプラザ）の利用団体

③地区公民館（中央公民館を除く12館）の利用団体

配布数　245　　　回収数　91

回収率　41.6％　※回収率 回収数÷（配布数－不明戻数）

郵送調査法及び窓口配布

令和元年12月２日～12月27日

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

幅広い年代に分散している

0 10 20 30 40 50 60％

9.9
6.9

2.2
8.5

14.3
9.5

17.6
10.6

12.1
21.2

38.5
52.4

37.4
37.0

18.7
23.8

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

令和元年度（n=91）

■ ０回 ■ １～３回 ■ ４～６回 ■ ７～９回 ■ １０回以上 ■ 無回答

平成25年度(n=189)

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

7.7

27.0

60.4

58.2

20.9

8.5

7.7

3.2

1.1

2.2

2.1 

1.1
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　団体の活動の原資としては、平成25年度調査、今回調査ともに「会員の会費」が最も多く

なっています。

４　活動費の原資

　活動するにあたっての課題としては、平成25年度調査、今回の調査ともに「新たなメン

バーの確保」が最も多く、次いで「メンバーの高齢化」となっています。

５　活動を行うにあたっての課題

会員の会費

作品の売り上げ・興行収入

寄付金

補助金

広告料

その他

無回答

0 10 20 30 40 6050 90％8070

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

79.1
82.0

6.6
3.2

1.1
1.6

1.1

1.1
1.1

5.8

11.0
4.7

1.6
0.0

新たなメンバーの確保

メンバーの高齢化

活動資金の確保

活動内容のレベル向上

メンバーのやる気の向上・持続

活動成果の発表場所の確保

活動場所の確保

知名度や信用度の向上

他団体との交流機会の促進※

組織体制の変化※

その他

無回答

0 10 20 30 40 6050 80％70

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

■ 令和元年度（n=91）

■ 平成25年度（n=189）

（注）※印の選択肢は平成25年調査では提示していない。

72.5
67.7

56.0
57.7

35.2
28.0

30.8
38.1

29.7
34.9

24.2
23.3

19.8

19.8
28.6

25.4

11.0

6.6

4.4
3.2

2.2
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資金的援助による活動支援

文化・芸術活動に関する情報の提供・発信

後継者の育成支援

文化施設の整備・充実

市民の文化・芸術意識の啓発

発表機会の充実

鑑賞機会の充実

質の高い芸術家・団体等の招聘

郷土芸能・伝統芸能の保存と活用の支援

団体相互の連携支援

国際化の推進

顕彰制度の整備・充実

他都市の団体との文化交流支援

その他

無回答

100 20 30 40 50 60

52.7

40.7

35.2

33.0

26.4

20.9

19.8

18.7

16.5

7.7

6.6

4.4

3.3

3.3

（％）

　団体活動の活発化のために行政や民間が行う必要があるものとしては、資金援助が最も多

く、次いで情報の提供・発信、後継者の育成支援、文化施設の整備・充実となっています。

６　団体活動の活発化のために行政や民間が行う必要があるもの

　大分市が文化的なまちであるという意識は、平成25年度調査より大幅に増えています。

７　大分市が「文化的なまち」であるという意識

文化・芸術の発表の機会に恵まれているという意識が半数を超えています。

８　大分市の文化・芸術の発表の機会

■ 令和元年度（n=91）■ 令和元年度（n=91）

令和元年度（n=91）

■ 文化的であると
　 感じる

■ どちらかといえば
　 文化的であると感じる

■ どちらとも
　 いえない

■ あまり文化的で
　 あると感じない

■ 文化的である
　 とは感じない

■ 無回答

平成25年度(n=189)

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

19.8

10.1 16.9 33.9 11.6

29.7 39.6 5.5

0.0

5.5

25.4

2.1

令和元年度（n=91）

■ 恵まれている ■ どちらかというと
　 恵まれている

■ どちらでもない ■ あまり恵まれて
　 いない

■ 恵まれていない ■ 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

20.9 33.0 26.4 14.3 3.3

2.2
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　専門学生の今後の進路としては、大分市内よりも市外で就職や進学を希望する学生が多く

なっています。

２　希望する進路

学生アンケート

１　調査の概要

対象者

一般学生 専門学校 留学生

配布・
回収状況

調査方法

調査時期

①国立大学法人

　大分大学

②学校法人文理学園 

日本文理大学

③公立大学法人

　大分県立芸術文化

短期大学

公立大学法人

大分県立芸術文化短

期大学（美術科・音

楽科）

国立大学法人

大分大学（経済学部）

大学へ持ち込み配布 大学へ持ち込み配布

令和元年11月

配布数　244

回収数　139

回収率　57.0％

配布数　460

回収数　295

回収率　64.1％

配布数　143

回収数　138

回収率　96.5％

令和元年11月～12月 令和元年11月～12月

大学へ持ち込み配布

（インターネット申請併用）

大分市内で就職

大分市外で就職

大分市内で進学

大分市外で進学

大分市内で文化・芸術活動

大分市外で文化・芸術活動

決まっていない

その他

0 5 10 15 20 3025 40％35

■ 音楽専攻（n=144）

■ 美術専攻（n=151）

■ 音楽専攻（n=144）

■ 美術専攻（n=151）

6.9
9.3

15.3
34.4

10.4
7.3

20.1
11.3

2.1
2.0

2.8
2.6

36.8
30.5

5.6
2.6
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　鑑賞も活動もしない理由としては、一般学生では、観賞、活動ともに、「文化・芸術に関心

がない」が最も多く、市民アンケートとは異なる傾向を示しています。

３　鑑賞も活動もしない理由

時間的な余裕がない

料金が高い

魅力ある催しがない

鑑賞、活動できる時間帯に催しがない

一緒に行く人がいない

会場までの交通が不便

文化・芸術に関心がない

情報が入手できず、内容がわからない

施設の整備が十分でない
（子ども連れ、高齢者、障がい者等が利用しにくい）

誰もが気軽に参加できる催しがない（子どもが泣いたり
騒いだりしても、安心して参加できるコンサートなど

その他

無回答

100 20 30 40 50 60

34.6
33.3

21.8
25.0

17.9
16.7

12.8
8.3
9.0
8.3

10.3
25.0

3.8

3.8
8.3

8.3

8.3

10.3

0.0

0.0

0.0

28.2
50.0

9.0

■ 市民（n=78）

■ 一般学生（n=12）

■ 市民（n=78）

■ 一般学生（n=12）

（％）

時間的な余裕がない

料金が高い

魅力ある催しがない

鑑賞、活動できる時間帯に催しがない

一緒に行く人がいない

会場までの交通が不便

文化・芸術に関心がない

情報が入手できず、内容がわからない

施設の整備が十分でない
（子ども連れ、高齢者、障がい者等が利用しにくい）

誰もが気軽に参加できる催しがない（子どもが泣いたり
騒いだりしても、安心して参加できるコンサートなど

その他

無回答

100 20 30 40 50 60

■ 市民（n=78）

■ 一般学生（n=12）

■ 市民（n=78）

■ 一般学生（n=12）

（％）

28.2
41.7

9.0
16.7

9.0
25.0

3.8
0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
0.0

8.3

10.3

6.4
16.7

1.3

3.8

3.8

25.6

32.1

50.0

《 鑑賞 》

《 活動 》
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　文化・芸術に関する情報の入手方法は、市民アンケートでは「テレビ」と「チラシ・パンフ

レット」が多くなっていますが、一般学生や専門学生（美術・音楽）、留学生では、「SNS

（フェイスブック、ツイッター、ライン、インスタグラムなど）」や「インターネット」が多く

なっています。

４　文化・芸術に関する情報について

チラシ・パンフレット

ポスター

インターネット

市報おおいた

新聞

テレビ

ラジオ

雑誌・書籍

友人・知人・家族

その他

無回答

SNS（フェイスブック、ツイッター、
ライン、インスタグラムなど）

0 10 20 30 40 6050 80％70

■ 市民（n=791）

■ 一般学生（n=139）

■ 音楽専攻（n=144）

■ 美術専攻（n=151）

■ 留学生（n=138）

■ 市民（n=791）

■ 一般学生（n=139）

■ 音楽専攻（n=144）

■ 美術専攻（n=151）

■ 留学生（n=138）

46.1
27.3

66.7
55.0

29.0

25.8
22.3

58.3
64.2

40.6

38.4
58.3

43.1

18.8
58.3

59.0
70.2

37.7

37.3
1.4

4.9
2.0

4.3

38.1
4.3
4.9

4.0
10.9

49.7
33.1

19.4
29.1

13.8

8.7
0.7
2.1
2.0
2.2

12.3
7.9

4.2
23.8

18.1

38.4
31.7

50.7
50.7
42.8

1.5
0.0

3.5
4.0

8.7

2.9
0.7
0.7
0.7

2.9

68.9
65.2
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